
 

 

平成 26 年度スポレク祭の様子 

藤沢市民センターの指定管理がスタート 
                         本協議会による藤沢市民センターの管理運営が４月１日から

開始しました。 

                         当日は、午後３時から市と協定書を取り交わし、須藤藤沢支

所長から「一関市では、市民センターを生涯学習と地域づくり

の拠点として、地域協働体による指定管理を進めてきた。藤沢

市民センターが市内初のスタートをきったわけだが、これも４

０年に亘る住民主体のまちづくりの成果と考える。初めてで大

変な点もあろうが市としてもこれまでと同様に支援を行うので

よろしくお願いしたい。」と挨拶。 

 引き続き千田会長から職員に辞令が交付され、「新たな年度を迎え、自分たちの地域は自分たちでつくる

という思いのもと、藤沢地域づくり計画書における市民センターの運営母体の検討から２年を経過して指定

管理が実現した。協働のまちづくりの記念すべき第１歩である。 

人と人とが結び合い絆あふれる藤沢の地域づくりのため、住民自治協議会 

の事務局職員として各自の力を十分に発揮していただくことを期待する。」 

と訓示しました。新任職員を紹介します。また、一関市よりの支援として 

及川秀子さんが副所長として就任しました。 

 4 月 4日には新しい車両が配置されました。これからの協議会活動に役 

立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月３１日を以て、伊勢徳郎地域協働推進員は退任となりました。 

     

        藤沢町住民自治協議会報 第１4号   

        

協議会報 第４号 

 

 

平成28 年 2 月 10 日発行 

 藤沢町住民自治協議会 

〒029-3405 

一関市藤沢町藤沢字仁郷 12-5 

 電話:63-５５１５ Fax :63-5５１７ 

皆さんからの情報をお待ちしています 

平成28 年 4 月 8 日発行 

 藤沢町住民自治協議会 

〒029-3405 
一関市藤沢町藤沢字仁郷12-5 

電話:63-５５１５ Fax :63-5５１７ 

  皆さんからの情報をお待ち 

しています。 

 

藤沢町住民自治協議会報 第１6号 
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事務局次長  
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生涯学習推進員 

星    美智子 

市民センターの指定管理と

新たな職員体制でスタートを

切ったところです協議会職員

として微力ですが地域活動の

お手伝いが少しでもできれば

と思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

 地域のみなさんの

お役に立てるように

新たな気持ちで、頑

張りたいと思いま

す。よろしくお願い

します。 

地域の皆様と協力

しながら活動してい

きたいと思いますの

でよろしくお願いし

ます。 

地域のみなさんと

一緒に活動していき

たいと思いますの

で、よろしくお願い

いたします。 



次 

 

第１３回理事会を開催 

 

４月３日午前６時から第２９回春の一斉クリーン 

アップ清掃を実施しました。 

今年は雪解けが早かったので、ゴミの散乱が気に 

なっていた場所もありましたが、清掃作業で地域が 

きれいになり、参加したみなさんも清々しい気持ち 

になられたことと思います。大変ご苦労様でした。 

 ゴミのポイ捨てはなかなか無くなりませんが、清 

掃を行うことが抑止効果になるといわれています。 

 次回は、１０月の予定ですのでご協力をよろしく 

お願いします。 

 

みんなできれいな藤沢に 

クリーンアップ一斉清掃を実施 

  

地区協議会今年度重点事業について 

きれいな地域をみんなの力で 

第 13 回理事会の様子 

本協議会の第１３回理事会を３月１７日、午後６時

30分からまるふくプラザで開催しました。 

千田会長は「今年度の最終理事会となるが、新年度の

総会までの期間に必要な暫定予算と、関係規則等の整備

について審議をお願いする。」と挨拶。引き続き、事務

局から前回理事会以降の経過が報告されました。 

下記の議案について審議され、全会一致で可決されま

した。 

議案第1号 平成28年度藤沢町住民自治協議会収入支

出暫定予算（案）について 

議案第 2 号 藤沢町住民自治協議会の関係規則等の整

備について 

4 月号では西口自治会協議会の事業を紹介します。自主事業として 3 つの重点事業を計画して

います。地区のみなさんで協力して、この事業を進めていって頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ヤギをかってみっぺし事業 

  牧草地にヤギを飼育し、高齢化による除草労力の軽減と、地区民の癒しの場をつくる。 

 
２．体育館の多目的な利用とトイレの水洗化 

  ボルダリング施設を整備し、新しい利用者を増やしていく。又、太陽光パネルを設置

し、施設維持経費の削減を図る。 

３．「高兎鳥の里」推進運動 

  若い世代からお年寄りまで幅広い世代から意見を提起してもらい、「高兎鳥の里ワー

クショップ」を企画し、地域のみなさんに参加してもらい、新テーマ発掘につとめる。 


